
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 
（2023年度） 

会場とオンラインを合わせ

て、114名の方に御参加いた
だきました！ 

（高齢者見守り活動協力事業

者、民生・児童委員、地区福祉
委員、介護保険サービス事業

者、地域包括支援センター、

他） 
 
 

当日の基調講演、活動報告に 
ついては、右記の URL または 
QR コードより御覧ください。 

今回のフォーラムでは基調講演に加え、３つの団体に活動報告をしていただきました。 

フォーラムを通じて、成年後見制度の詳細と、日常生活において「さらに一歩の 

心づかい」が人と人とをつなぎ、そこから「権利擁護」のネットワークが広がって 

いく…、という流れを知ることができました。 

  

本市はこれからも市民の皆様、事業者の皆様のお力添えをいただきながら、 

権利擁護支援も含めた地域共生社会の構築に取り組んでまいります！ 

（裏面に、フォーラム内容の抜粋や参加者の声を掲載しています！） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を開催しました！ 

https://www.city.suita.osaka.jp/kenko/10

18735/1018742/1018747/1029405.html 

QRコード→ 

https://www.city.suita.osaka.jp/kenko/1018735/1018742/1018747/1029405.html
https://www.city.suita.osaka.jp/kenko/1018735/1018742/1018747/1029405.html


 

 

（CSW 夏目茜様） 

CSＷ（コミュニティソーシャ

ルワーカー）が個別支援と地

域支援について、地区福祉委

員などの地域住民の皆さんと

協力して活動しています。 

 複数の課題を抱えながら、

支援の受け入れを迷われてい

る世帯でも、「困ったな、だれか

に聞いてもらいたいな」と思われ

たタイミングですぐに支援につな

ぐことができるように、しばらくは

世帯の状況を見守りつつ伴走

型支援（声掛け等）を継続

しました。一つの機関だけでは

なく、様々な支援者が連携

し、「少しはみ出した支援」を

心がけることで、安心できるくら

しにつながると考 

えています。 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（相談員 二田有樹様） 

引きこもり状態にあった知

的な障がいがある方の、親

亡き後の生活を支援してい

ます。「ご本人の思いや特

性、ペースを尊重し、支援を

決めつけないこと」を大切

に、医師やヘルパーさんとも

協力し、ささやかなコミュニケ

ーションを重ねる中で、少し

ずつ社会参加が実現してい

ます。 

 金銭管理、身上保護どち

らも支援が必要な状態では

ありますが、成年後見制度

の利用についてもご本人の

心身の安定を第一に、時間

をかけて説明を進めていると

ころです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
明石隆行先生 

 

 

 

 

 

 

 

（組織部 馬場徳二郎様） 

生協は、組合員が運営する

消費者の組織として、地域住民

とともに介護フェアやフードドライ

ブ等にも積極的に取り組んでい

ます。 

 高齢者の見守り活動として吹

田市では高齢者見守り活動事

業者に登録し、茨木市とは協定

を締結しています。 

 商品購入の際の異変をきっ

かけに高齢利用者を地域包

括支援センターに連絡した

り、困っている子供を見かけて

学校への連絡につなぐ等、普

段からの地域とのつながりを生

かし、地域貢献に取り組んで

います。 

 
 
 
 
 

 

 

いつき相談支援センター 

 

吹田市社会福祉協議会 
 
 
 

大阪よどがわ市民 
生活協同組合 
 

 
 

 

判断能力が不十分な人も自分らしい生活を続けていくためには、成年後見制度

の利用を広げるとともに、成年後見人等と本人、地域の支援機関等とが協力し合

うネットワークの構築が重要です。成年後見人は金銭管理だけではなく、その人ら

しい生活をコーディネートする身上保護も重要な職務であり、地域での安心安全

な生活の継続にとって、キーパーソン的な役割を担います。 

吹田市においても、市民と成年後見人と関係機関それぞれを支援し、成年後見

制度の利用を促進する仕組みを早期に整備することが求められています。 

参加者からの声 
 成年後見人について、言葉は知っていたが詳しくは知らなかったので良い機会でした。 
 今、とても必要な課題です。理解はすぐにできませんが、人として生きることに直結します。 
 民生委員をしています。多くの人たちに喜ばれ、お役に立ちたいと日々励んでいます。 

私たちのような民生委員や一般の方々も支援することが大切なことだと思います。 

 地域との関りの中で今後何ができるのか…。私たちは、何か異変に 

気付いたら、相談につなげていきたいと思います。 

 いろんな方々と共に、協力して進めていけたらいいなぁと思いました。 
 

 

種智院大学社会福祉学科 教授 
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